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論文審査結果の要旨 
 

本研究では、Interleukin-1(IL-1)の分娩発来機序における役割を検討するために、IL-1 
receptor (IL-1R) I、IL-1R II、IL-1R accessory protein (IL-1RAcP)、さらには中枢神経特異

的に発現すると考えられている brain-dominant IL-1RAcP について、ラット子宮筋におけ

る発現を mRNA レベルで測定した。その結果、IL-1RI、IL-1RAcP の mRNA 発現量が妊娠

後期に分娩に向かって増加することを示し、さらに、この増加は progesterone antagonist
である RU486 投与により誘発され、一方で progesterone 投与によって阻害されることを示

した。また、これまで、中枢神経特異的に発現すると考えられていた brain-dominant 
IL-1RAcP が妊娠後期の子宮筋において増加が認められたことも明らかにした。従来、IL-1
が分娩発来機序に重要な役割を果たしていることは知られているが、これまで報告のなかっ

た、子宮筋での IL-1RI および IL-1RAcP、さらには brain-dominant IL-1RAcP が妊娠後期

に増加を示したことは分娩発来機序の解明に意義あるものと考える。 
よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するとものと判定した。 


